
九鬼隆 一（原安民資料）

浜尾 新

美
術
局
設
立
運
動

龍
池
会
の
活
動
を
契
機
と
し
て
急
速
に
盛
り
上
が
っ
て
ぎ
た
伝
統
美
術
尊
重

の
思
潮
は
明
治
十
七
年
、
す
な
わ
ち
第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会
が
開
か
れ
、
鑑

画
会
が
結
成
さ
れ
た
年
に
は
教
育
行
政
に
も
波
及
し
、
文
部
省
図
画
調
査
会
が

発
足
す
る
。
そ
こ
で
図
画
教
育
の
国
風
化
を
是
と
す
る
決
議
が
な
さ
れ
、
そ
れ

を
発
端
と
し
て
伝
統
美
術
復
興
を
旨
と
す
る
官
立
美
術
学
校
の
設
立
の
た
め
の

具
体
的
な
行
動
が
起
こ
さ
れ
、
文
部
省
図
画
取
調
掛
設
置
（
同
十
八
年
）
、

新
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
、

岡
倉
覚
三
に
よ
る
欧
米
美
術
行
政
視
察
（
同
十
九
＼
二
十

年
）
と
い
う
階
梯
を
踏
ん
で
東
京
美
術
学
校
設
置
（
同
二
十
年
）
、
同
開
校
（
同
二

十
二
年
）
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
教
育
行
政
に
お
け
る
伝
統
美
術
尊
重
路

線
の
推
進
者
は
九
鬼
隆
一

、
浜
尾
新
、
岡
倉
覚
三
、
今
泉
雄
作
ら
文
部
省
内
の

第
二
節

美
術
学
校
設
立
運
動
の
背
景

浜
尾

岡倉党三

美
術
プ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
フ
ェ
ノ
ロ
サ
で
あ
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
の
設
立
は
彼

ら
の
熱
意
の
結
晶
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な

い
の
は
彼
ら
の
窮
極
目
標
は
美
術
教
育
、
古
美
術
保
護
、
美
術
共
進
会
、
美
術

品
輸
出
等
を
含
む
美
術
行
政
全
体
を
統
轄
す
る
美
術
局
を
設
立
し
、
伝
統
復
興

の
理
念
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
の
運
動
を
鋭
意
推
進
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
美
術
学
校
開
校
に
至
る
ま
で
の
諸
活
動
は

こ
の
美
術
局
設
立
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
と
切
り

離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
美
術
学
校
設
立
の

経
緯
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
美
術
局
設
立
運
動
の
概
況
を
述
べ
て
お
き
た

、。
美
術
局
設
立
運
動
の
発
端
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
当
事
者
の
一
人
で

あ
っ
た
今
泉
雄
作
の
回
顧
談
で
あ
る
。

ま
ず
、
彼
の
「
東
京
美
術
学
校
回
顧

談
」
（
後
出
）
に
よ
る
と
、
こ
の
運
動
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
、
す
な
わ

ち
今
泉
と
岡
倉
覚
一
二
が
文
部
省
専
門
学
務
局
詰
と
し
て
同
席
し
て
い
た
こ
ろ

で
、
主
謀
者
は
岡
倉
で
あ
っ
た
。

美
術
行
政
に
期
す
る
と
こ
ろ
の
あ
る
岡
倉

が
、
フ
ラ
ソ
ス
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
今
泉
（
明
治
十
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
滞
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仏
）
に
謀
っ
て
同
国
の
美
術
省
の
よ
う
な
機
関
を
文
部
省
に
作
る
計
画
を
立
て

た
の
が
運
動
の
始
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
今
泉
は
機
関
名
を
美
術
院
と

称
し
て
い
る
が
、
美
術
局
と
美
術
院
と
で
は
性
格
が
異
な
り
、
前
者
は
―
つ
の

省
の
一
部
局
（
文
部
省
を
例
に
と
れ
ば
総
務
局
、

学
務
局
等
）

で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
、
後
者
は
独
立
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
美
術
局
設
立
運
動
は
の

ち
に
美
術
院
設
立
運
動
へ
と
変
化
し
た
の
で
今
泉
は
か
く
称
し
た
の
で
あ
ろ

ぅ
な
お
、
今
泉
は
運
動
を
始
め
た
当
時
は
美
術
で
銭
儲
け
を
し
て
国
益
増
進
を

図
ろ
う
と
い
う
く
ら
い
の
考
え
し
か
無
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
今
泉
は
ど

う
あ
れ
、
岡
倉
に
は
も
っ
と
大
き
な
理
想
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
明
治
十
七
年
に
岡
倉
は
龍
池
会
会
頭
佐
野
常
民
に
宛
て
て
次
の
よ

う
な
書
簡
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

拝
啓
昨
日
ハ
例
ノ
宗
旨
合
戦
ニ
テ
頗
ル
暴
言
激
論
ヲ
吐
露
シ
欠
敬
ノ
段

万
謝
ノ
至
二
御
座
候
察
ス
ル
ニ
現
今
美
術
ノ
情
況
ハ
維
新
改
革
前
ノ
時

勢
二
同
シ
ク
攘
夷
家
モ
有
之
佐
幕
党
モ
有
之
此
間
二
於
テ
文
明
開
達
ノ

真
理
ヲ
主
張
ス
ル
ハ
実
二
困
難
ニ
シ
テ
要
地
ヲ
占
ム
ル
先
見
者
ノ
之
ヲ
粗

助
ス
ル
ニ
非
サ
ル
ヨ
リ
ハ
到
底
進
化
ノ
事
業
ヲ
挙
ク
ル
能
ハ
サ
ル
俵
卜
存

候
故
二
小
生
ノ
今
日
閣
下
二
向
テ
切
望
ス
ル
所
ハ
真
正
ノ
主
義
ヲ
粗
助

涵
養
シ
テ
断
然
其
目
的
ヲ
逹
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
計
画
セ
ラ
ル
、
二
在
リ
旧

規
二
拘
泥
、
ソ
古
法
ヲ
盲
信
ス
ル
ノ
徒
ハ
退
テ
共
二
守
ル
ヘ
キ
モ
進
テ
共
ニ

取
ル
ヘ
カ
ラ
ス
荀
ク
モ
是
等
ノ
人
ノ
我
美
術
社
会
ヲ
左
右
ス
ル
ノ
間
ハ

皇
国
美
術
ノ
振
興
ハ
夢
ニ
タ
モ
見
ル
能
ハ
サ
ル
儀
卜
存
候
今
ヤ
内
外

交
通
ノ
運
二
乗
シ
我
美
術
品
ヲ
外
国
市
場
二
輸
出
、
ソ
以
テ
富
国
ノ
一
端
ヲ

（
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
。
昭
和
五
十
五
年
。
平
凡
社
。
所
収
）

図
ル
ヘ
キ
ハ
論
ヲ
侯
タ
ス
然
レ
ト
モ
美
術
ノ
真
理
二
拠
ラ
〔
ス
〕
シ
テ

外
国
市
場
ノ
嗜
好
二
適
セ
ソ
ト
欲
ス
ル
モ
得
ヘ
ケ
ン
ャ
仏
国
共
進
会
ノ

失
策
モ
亦
此
原
因
二
外
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
因
循
姑
息
ノ
手
段
ハ
徳
川
氏
鎖

港
ノ
時
代
二
適
ス
ヘ
キ
モ
今
日
ハ
活
澄
ノ
方
法
ヲ
用
ヰ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

伏
シ
テ
願
ク
ハ
閣
下
此
情
勢
ヲ
察
セ
ラ
レ
活
断
以
テ
進
歩
ノ
路
ヲ
開
カ
レ

度
然
レ
サ
レ
ハ

小
生
其
他
夙
夜
美
術
ノ
伸
張
二
苦
慮
ス
ル
者
ノ
素
志

ハ

遂
二
巖
灰
二
帰
シ
退
テ
仙
ヲ
学
フ
ノ
外
無
之
候
以
上
数
言
甚
敷
不
敬
ノ

廉
モ
有
之
申
兼
候
処

二
候
へ
共
敢
テ
心
血

ヲ
吐
露
シ
閣
下
ノ
明
裁
ヲ
乞
フ

敬
十
月
廿
一
日

佐
野
会
頭
閣
下

岡
倉
覚
三
拝

こ
こ
で
岡
倉
は
「
皇
国
美
術
ノ
振
興
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
に
は
龍
池

会
が
こ
れ
ま
で
と
っ
て
き
た
よ
う
な
守
旧
的
方
針
は
捨
て
、
「
真
正
ノ
主
義
ヲ

料
助
涵
蓑
」
す
る
方
針
の
も
と
に
時
代
に
則
し
た
振
興
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
、
日
本
の
美
術
品
の
輸
出
に
よ
り
富
国
策
の
一
端
を
担
う
べ
き

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
外
国
市
場
の
嗜
好
に
適
う
に
は
そ
れ
ら
が
「
美

術
ノ
真
理
」
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
「
仏
国

共
進
会
」
の
失
策
と
い
う
の
は
、
龍
池
会
が
同
年
五
、
六
月
に

。ハ
リ
で
開
催
し

た
第
二
回
日
本
美
術
縦
覧
会
が
、
古
画
の
焼
直
し
の
よ
う
な
作
品
ば
か
り
出
品

さ
れ
た
た
め
不
評
を
買
い
、
一
点
も
売
却
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の

失
敗
は
、
期
待
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
岡

マ
マ

御
一
読
ノ
上
丙
下
二
付
セ
ラ
レ
度
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倉
も
龍
池
会
会
員
の
一
人
（
録
事
）
と
し
て
こ
れ
を
等
閑
視
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
彼
は
失
敗
の
原
因
は
奨
励
方
針
の
誤
り
に
あ
り
と
し
て
方
針
転
換

を
迫
っ
て
お
り
、
「
美
術
ノ
真
理
」
に
立
脚
し
た
「
真
正
の
主
義
」
、

つ
ま
り
は

彼
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
日
本
美
術
復
興
運
動
の
主
義
を
採
択
す
る
よ
う
要
請
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
状
勢
で
は
龍
池
会
な
い
し
佐
野
が
岡
倉
ら

の
主
義
を
採
択
す
る
こ
と
は
美
術
行
政
に
そ
の
主
義
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
も

あ
っ
た
か
ら
、
岡
倉
は
「
暴
言
激
論
」
も
辞
さ
ず
自
派
の
主
張
を
問
い
続
け
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
書
簡
が
残
っ
て
い
る
以
上
、
美
術
局
設
立
運
動
も
、
今
泉
の
言

う
よ
う
な
安
易
な
考
え
か
ら
始
め
た
の
で
は
な
く
、
日
本
美
術
復
興
の
理
想
、

信
念
か
ら
出
発
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
か
つ
ま
た
、
当
時
の
岡
倉
に
は

自
国
の
美
術
家
た
ち
の
悲
惨
な
境
遇
に
対
す
る
悲
憤
の
気
持
が
あ
っ
た
。
彼

は
、
西
欧
諸
国
が
官
民
を
問
わ
ず
美
術
を
尊
重
し
、
美
術
家
を
優
遇
し
て
い
る

の
に
対
し
て
日
本
の
美
術
家
が
い
か
に
不
遇
で
あ
る
か
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て

い
る
。

然
ル
ニ
本
邦
美
術
家
ノ
情
況
ヲ
顧
ミ
ル
ニ
人
ヲ
シ
テ
慨
歎
セ
シ
ム
ル
モ
ノ

ア
リ
蓋
シ
美
術
上
二
勢
カ
ア
ル
者
ハ
甕
家
等
二
劉
ス
ル
ニ
全
ク
一
種
ノ
下

等
祉
會
卜
看
倣
シ
之
ヲ
使
役
ス
ル

7
犬
羊
二
異
ナ
ラ
ス
（
察
ス
ル
ニ
従
末

ニ

カ

キ

ボ

ー

ズ

聾
描
法
師
卜
罵
リ
タ
ル
ロ
僻
モ
今
二
失
七
ヌ

7
卜
見
ヘ
タ
リ
）
憐
ム
ヘ
シ

畳
家
ハ
高
尚
ナ
ル
偏
局
者
ノ
遊
戯
二
供
セ
サ
レ
ハ
却
テ
下
等
ナ
ル
俗
人
ノ

玩
弄
タ
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
唯
々
低
頭
平
身
、
ッ
テ
無
氣
カ
ノ
霊
ヲ
作
ル
ニ
過
キ

ス
勿
論
此
間
二
於
テ
モ
一
種
ノ
奇
骨
ヲ
退
シ
奮
然
他
人
ノ
簸
下
二
立
タ
サ

ル
者
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
雖
圧
破
屋
傾
橡
ノ
下
二
坐
シ
妻
寒
子
飢
ノ
間
二
在
テ

豪
牡
快
活
ナ
ル
思
想
ヲ
抱
ヵ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得
ヘ
カ
ラ
ス
寒
酸
渋
苦
ノ
氣

味
ヲ
脱
セ
ソ
ト
欲
ス
ル
モ
得
ヘ
カ
ラ
ス
嗚
呼
世
人
ハ
漫
二
千
金
ヲ
掬
テ
鴛

馬
ノ
枯
骨
ヲ
購
フ
モ
未
夕
半
錢
ヲ
費
ャ
シ
テ
伏
樫
ノ
神
駿
ヲ
救
ハ
サ
ル
ナ

リ
哀
ヒ
哉

〔岡
倉
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
〕

（「
美
術
ノ
奨
動
ヲ
論
ス
」
種
梅
鋤
夫
『
大
日
本
美
術
新
報
』
第
十
五
号
。

明

治
十
八
年
一
月
三
十
一
日
）

な
お
、
こ
の
論
説
は
結
論
と
し
て
美
術
家
を
苦
境
か
ら
救
出
し

花
」
た
る
美
術
を
花
開
か
せ
る
た
め
に
公
平
、
区
域
の
広
大
、
真
正
な
方
向
と

い
う
三
つ
の
条
件
を
備
え
た
奨
励
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
も
美
術
局
設
置
運
動
を
開
始
し
た
こ
ろ
の
岡
倉
の
抱

負
を
窺
う
手
掛
り
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

か
く
て
岡
倉
ら
は
美
術
局
設
立
運
動
に
着
手
し
た
が
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
上

司
の
文
部
少
輔
九
鬼
隆
一
や
専
門
学
務
局
長
浜
尾
新
と
十
分
意
を
通
じ
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
今
泉
は

「
ソ
レ

〔
美
術
局
設
立
計
画
〕

を
知
つ
て
る
の
は
、

濱
尾
男
爵
、

九
鬼
男

爵
、
岡
倉
、
ソ
レ
に
私
位
な
も
の
で
す
よ
。
濱
尾
、
九
鬼
両
男
が
上
の
方

を
働
ぎ
、
其
の
下
働
き
を
岡
倉
が
し
、
其
の
書
記
を
私
が
し
て
、
ヤ
ッ
ト

日
本
に
美
術
學
校
も
、
博
物
館
も
、
其
他
美
術
に
開
す
る
色
々
な
ど
が
、

あ
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
全
く
此
の
四
人
が
や
っ
た
も
の
で
す
。
」

（
「
余
の
美
術
に
志
す
に
至
り
し
動
機
」

『書
画
骨
蓋
雑
誌
』
第
六
十
二
号
。

大
正
二
年
八
月
）

と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
も
う
一
人
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
加
え
ら
れ
る
べ
き
だ

「
開
明
の
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次
に
、
運
動
の
経
過
を
辿
っ
て
み
る
。
ま
ず
最
初
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の

は
明
治
十
八
年
十
二
月
十
六
日
付
『
朝
野
新
聞
』
に
左
記
の
記
事
が
載
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

0
美
術
省
我
國
に
て
も
佛
國
の
例
に
拗
ひ
近
々
美
術
省
を
設
け
ら
る
A

由
に
て
御
評
議
中
な
り
と
い
ふ

こ
う
し
た
風
聞
が
流
れ
る
か
ら
に
は
政
府
部
内
で
美
術
行
政
統
轄
機
関
の
設

置
を
め
ぐ
る
何
ら
か
の
動
き
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
が
岡

倉
ら
の
運
動
と
関
わ
り
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
全
く
不
明
だ
が
、
無
関
係
だ
っ

た
と
断
言
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
時
政
府
に
美
術
行
政
機
関

の
新
設
を
促
そ
う
と
し
て
い
た
の
は
岡
倉
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
洋
画
家
の
間

に
も
そ
の
種
の
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
現
に
高
橋
由
一
、
柳
源
吉
が
明
治
十

八
年
十
一
月
ご
ろ
起
草
し
た
二
篇
の
美
術
（
画
術
）
取
調
局

・
美
術
（
画
）
学

註
ー

校
設
置
建
言
書
草
稿
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
証
す
る
。

岡
倉
ら
が
起
こ
し
た
具
体
的
行
動
の
最
初
の
事
例
と
し
て
掲
げ
得
る
の
は
文

部
大
臣
森
有
礼
に
対
す
る
文
部
省
美
術
局
設
置
要
網
の
提
出
で
あ
る
。
今
泉
雄

作
は
後
出
の
「
東
京
美
術
学
校
回
顧
談
」
の
中
で
こ
れ
に
言
及
し
（
今
泉
は
他

の
事
例
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
）
、
詳
し
い
設
置
要
網
を
作
っ
て
浜
尾

局
長
と
相
談
の
上
、
森
文
相
に
提
出
し
、

一
年
余
り
に
亙
っ
て
文
相
の
説
得
を

試
み
た
が
文
相
は
不
急
の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
設
置
要
網
は
五
分
く
ら
い
の
厚
さ
の
蒟
蒻
版
冊
子
だ
っ
た
と
い
う
が
現
存

し
て
い
な
い
。
提
出
時
期
も
今
泉
の
談
話
で
は
不
明
瞭
だ
が
（
森
有
礼
が
文
相

ろ
う
。

に
就
任
し
た
明
治
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
以
後
で
は
あ
ろ
う
が
）
、
提
出
し
、

拒
否
さ
れ
た
こ
と
は
恐
ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
拒
否
さ
れ
た
か

ら
こ
そ
次
に
述
べ
る
よ
う
な
手
段
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
の
事
例
は
明
治
十
九
年
一
―
―
月
、
岡
倉
ら
と
気
脈
を
通
ず
る
貿
易
協
会
が
総

理
大
臣
伊
藤
博
文
に
美
術
局
設
置
の
建
言
書
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所

蔵
）
を
提
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
左
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
が
、

こ
こ
に
貿
易

協
会
幹
事
長
と
し
て
署
名
し
て
い
る
河
瀬
秀
治
は
言
う
ま
で
も
な
く
艦
画
会
会

頭
で
あ
り
、
常
に
岡
倉
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
河
瀬
で
あ
っ
て
、
貿
易
協

会
と
い
う
の
は
彼
が
明
治
十
八
年
十
一
月
に
森
村
市
左
衛
門
と
謀
っ
て
起
こ
し

た
海
外
貿
易
振
興
を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
る
。

美
術
品
及
ヒ
應
用
美
術
物
ノ
輸
出
ヲ
増
進
セ
シ
ム
ル
為
メ
美

術
局
ノ
設
立
ヲ
要
ス
ル
ノ
儀
二
付
キ
建
議

謹
テ
惟
ル
ニ
美
術
及
ヒ
諸
般
ノ
應
用
美
術
ハ
経
済
上
重
大
ノ
関
係
ヲ
有

シ
実
二
国
家
殖
産
ノ
一
大
淵
源
タ
リ
此
ヲ
以
テ
泰
西
諸
邦
二
在
テ
ハ
行
政

上
大
二
其
発
達
二
注
意
シ
或
ハ
美
術
省
ヲ
設
ヶ
或
ハ
美
術
局
ヲ
置
キ
之
ヲ

奨
励
監
督
シ
之
ヲ
誘
腋
保
護
セ
リ
殊
二
本
邦
美
術
ノ
精
妙
ナ
ル
ハ
人
民
特

有
ノ
性
質
ニ
シ
テ
美
術
工
藝
二
適
当
ナ
ル
実
二
海
外
諸
邦
二
冠
絶
セ
ン
ト

云
フ
ベ
シ
故
二
従
来
我
美
術
品
ノ
輸
出
多
カ
リ
シ
ハ
全
ク
吾
二
備
フ
ル
美

術
ノ
意
匠
風
致
他
二
秀
逸
シ
タ
ル
処
ア
ル
ニ
因
ル
若
夫
レ
之
ヲ
勧
奨
誘
腋

シ
テ
其
宜
シ
キ
ヲ
得
ル
ニ
於
テ
ハ
必
ス
貿
易
上
二
巨
額
ノ
利
益
ヲ
増
、
ソ
冨

国
ノ
大
淵
源
タ
ラ
ソ

7
更
二
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
退
テ
目
下
ノ
情

況
ヲ
察
ス
ル
ニ
上
下
挙
テ
五
里
霧
中
二
紡
径
ス
ル
モ
ノ
、
如
シ
或
ハ
蕉
風

ニ
拘
泥
シ
テ
改
進
ノ
道
ヲ
謀
ラ
ス
或
ハ
泰
西
二
摸
擬
シ
テ
東
洋
ノ
長
所
ヲ
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失
ヒ
其
極
却
テ
我
天
稟
美
術
ノ
性
質
ヲ
舘
滅
セ
シ
メ
ソ
ト
ス
ル
ノ
場
合
ニ

陥
リ
為
メ
ニ
外
国
ノ
実
用
二
適
セ
ス
或
ハ
濫
製
粗
造
二
流
レ
其
弊
害
益
々

出
テ
益
々
多
、
ソ
蓋
シ
其
原
因
―
ニ
シ
テ
足
ラ
ス
ト
呈
圧
要
ス
ル
ニ
美
術
管

理
其
宜
キ
ヲ
得
ス
美
術
教
育
未
夕
其
道
ヲ
得
サ
ル
ニ
職
由
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

今
ニ
シ
テ
此
二
者
ヲ
棄
テ
顧
｀
‘
、
サ
ル
時
ハ
精
妙
ナ
ル
本
邦
美
術
モ
霊
敏
ナ

ル
邦
人
ノ
性
質
モ
遂
二
用
フ
ル
所
ナ
ク
我
美
術
品
ハ
遠
カ
ラ
ス
シ
テ
輸
出

ノ
源
ヲ
涸
却
シ
経
済
上
甚
シ
キ
弊
害
ヲ
蒙
ル
ヘ
キ
ハ
必
然
ノ
勢
ナ
リ
翌
ニ

戒
メ
サ
ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
故
二
今
日
貿
易
上
ノ
急
務
ハ
新
二
美
術
局
ヲ
置
カ
レ

美
術
ノ
教
育
及
管
理
二
着
手
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
美
術
教
育
ノ
事
務
ハ
第
一

美
術
学
校
ヲ
設
ヶ
テ
発
達
ノ
針
路
ヲ
詳
カ
ニ
シ
美
術
家
及
ヒ
考
按
家
ヲ
教

養
ス
ル
ニ
ア
リ
第
二
美
術
會
ヲ
開
テ
美
術
家
ヲ
共
進
セ
シ
ム
ル

ニ
在
リ
第

三
美
術
博
物
舘
ヲ
整
理
利
用
シ
テ
美
術
家
ノ
参
考
二
供
シ
併
セ
テ
公
衆
ノ

思
想
ヲ
高
尚
ニ
ス
ル
ニ
ア
リ
又
美
術
管
理
ノ
事
務
ハ
第
一
美
術
ヲ
誘
腋
監

督
シ
テ
輸
出
品
ノ
性
質
ヲ
精
査
ス
ル
ニ
在
リ
第
二
内
外
ノ
気
豚
ヲ
通
シ
テ

外
国
ノ
需
用
二
応
ス
ル
ニ
在
リ
以
上
五
款
中
前
一
＿
一
款
ハ
純
粋
ノ
教
育
事
務

ニ
シ
テ
一
般
ノ
教
育
卜
離
ル
ヘ
カ
ラ
ス
又
後
二
款
卜
呈
圧
前
三
款
卜
気
肱

ヲ
一
貫
シ
教
導
誘
液
相
悸
ラ
サ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
故
二
美
術
局
ハ
文
部
省

ニ
属
ス
ル

7
二
適
当
ナ
ル
ヘ
シ
固
ョ
リ
仝
局
ノ
主
任
官
ハ
能
ク
内
外
日
新

ノ
時
勢
二
通
、
ソ
鋭
意
活
溌
公
明
ノ
処
置
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
若
シ
然
ラ
ス
シ

テ
古
物
ノ
玩
弄
二
流
ル
、
力
如
キ

7
ア
ラ
ハ
美
術
ノ
振
興
ハ
到
底
望
ム
へ

カ
ラ
サ
ル
ナ
リ

仰
キ
願
ク
ハ
閣
下
ノ
明
裁
ヲ
以
テ
速
二
文
部
省
二

美
術
局
ヲ
設
ケ
輸
出

品
増
進
ノ
基
礎
ヲ
育
養
シ
冨
国
遠
大
ノ
大
計
ヲ
確
定
セ
ラ
レ
ソ

1
ヲ
目
下

不
得
已
ノ
事
情
二
迫
リ
会
員
一
同
二
代
リ
此
段
建
言
仕
候

河
瀬

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
伊
藤
博
文
殿
閣
下
秀
治

幹
事
長

頓
首
謹
言

明
治
十
九
年
―
―
―
月

こ
の
建
言
書
は
提
出
者
の
性
格
に
応
じ
て
輸
出
増
進
の
観
点
か
ら
美
術
局
設

置
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
ず
、
美
術
品
お
よ
び
応
用
美
術
品
の
輸
出
を

増
進
し
外
貨
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
物
品
が
日
本
固
有
の

性
格
を
保
持
し、

し
か
も
新
味
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ

の
た
め
に
は
文
部
省
に
美
術
局
を
設
け
、
そ
う
し
た
方
向
に
美
術
を
勧
奨
誘
腋

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
美
術
局
が
司
る
べ
き
事
項
と

し
て
「
美
術
教
育
」
と
「
美
術
管
理
」
の
二
項
を
掲
げ
、
前
者
の
事
務
項
目
は

第
一

、
美
術
学
校
、
第
二
、
美
術
共
進
会
、
第
三
、
美
術
博
物
館
で
あ
り
、
後

者
の
そ
れ
は
第
一

、
美
術
の
誘
腋
監
督
、
第
二
、
外
国
の
需
用
と
の
対
応
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
美
術
学
校
設
立
の
必
要
性
を
最
も

強
く
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
美
術
学
校
に
つ
い
て
は
美
術
家
と
考
按
家

の
義
成
を
目
的
と
す
る
も
の
（
図
画
教
員
蓑
成
が
目
的
で
は
な
い
）
と
想
定
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
建
言
は
、
左
記
の
よ
う
な
岡
倉
覚
三
自
筆
建
言
書
草
稿
（
九
鬼
隆
一
旧

任
一

森
村
市
太
郎

松

尾

俵

助

大
倉
喜
八
郎

岡
田

貿
易
協
會
幹
事
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リ

蔵
）
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

河
瀕
と
岡
倉
の
提
携
に
よ

っ
て
な
さ

草
文
部
省
二
美
術
局
ヲ
設
ケ
ラ
レ
度
意
見

夫
レ
美
術
及
応
用
美
術
ハ
方
今
文
明
開
達
ノ
需
求
二
緊
切
ナ
ル
ハ
論
ヲ
侯

タ
ス
従
ッ
テ
経
滴
上
二
在
テ
ハ
近
来
益
ス
重
大
ノ
関
係
ヲ
制
シ
遂
二
殖
産

富
図
ノ
一
大
淵
源
タ
ル
ニ
至
レ
リ
此
ヲ
以
テ
泰
西
諸
邦
ハ
大
二
其
発
達
ニ

注
意
シ
或
ハ
美
術
省
ヲ
設
ケ
或
ハ
美
術
局
ヲ
置
キ
精
動
活
溌
ノ
手
段
ヲ
以

テ
之
ヲ
奨
動
監
督
シ
之
ヲ
誘
腋
保
護
七
リ
我
日
本
國
民
ノ
如
キ
ハ
天
質
能

ク
美
術
工
藝
二
適
シ
古
来
其
盛
旺
ヲ
極
メ
加
之
経
滴
ノ
貼
ョ
リ
我
國
勢
ヲ

察
ス
ル
ニ
天
産
物
ヲ
輸
出
ス
ル
ヨ
リ
ハ
寧
口
人
工
技
術
ヲ
伸
張
ス
ヘ
キ
必

要
ァ
ル
ヲ
見
レ
ハ
一
層
美
術
及
応
用
美
術
ノ
勧
奨
二
着
手
ス
ヘ
キ
ハ
理
ノ

観
易
キ
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
ニ
本
邦
二
於
テ
美
術
二
関
ス
ル
ノ
事
務
ハ
更
二
整

理
統
一
ノ
緒
二
就
カ
ス
美
術
博
覧
會
ハ
農
商
務
省
博
物
局
ノ
一
部
二
帰
シ

美
術
教
育
ハ
旧
工
部
省
二
在
テ
縦
カ
ニ
外
形
ヲ
存
シ
又
晩
近
文
部
省

二
於

テ
其
端
緒
ヲ
開
ク
ニ
過
キ
ス
美
術
ノ
管
理
美
術
ノ
保
存
二
至
テ
ハ
奄
モ
之

ヲ
顧
ミ
ル
モ
ノ
ナ
シ
故
二
全
國
ノ
美
術
ハ
前
途
ノ
方
針
二
迷
ヒ
更
二
恢
張

ノ
機
會
ナ
キ
ニ
似
タ
リ
試
｀
‘
、
二
我
美
術
工
芸
ノ
現
況
ヲ
見
ル
ニ
或
ハ
旧
風

ニ
泥
習
シ
テ
改
良
ヲ
謀
ラ
ス
或
ハ
泰
西
二
摸
擬
シ
テ
東
洋
ノ
員
趣
ヲ
失
ヒ

或
ハ
粗
製
濫
造
二
流
レ
或
ハ
外
國
ノ
時
好
二
適
セ
ス
其
結
果
タ
ル
日
本
美

術
ノ
声
魯
ヲ
海
外
二
汚
、
ソ

巨
萬
ノ
資
本
ヲ
消
耗
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
眼
前
ニ

数
百
萬
ノ
利
潤
ヲ
放
榔
ス
ル
ナ
リ
握
慨
歎
二
堪
フ
ヘ
ケ
ン
ヤ
故
二
目
下
焦

眉
ノ
急
務
ハ
新
タ
ニ
美
術
局
ヲ
置
キ
全
國
ノ
美
術
ヲ
整
理
統
括
ス
ル
ニ
在

美
術
局
ノ
事
務
ハ
左
ノ
四
項
ヲ
要
ト
ス

H
美
術
教
育

賂
来
大
二
美
術
ヲ
披
張
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
首
ト
シ
テ
美
術
家
及
考
按
家

(d
e
s
i
g
n
e
r
s
)

ヲ
養
成
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
則
チ
美
術
及
応
用
美
術
ノ
専
門

学
校
ヲ
設
ク
ル
ハ
勿
論
普
通
学
校
二
於
テ
モ
之
ヲ
成
ル
ヘ
ク
料
助
ス
ル

ヲ
要
ス
先
ツ
第
一
着
二
美
術
工
藝
地
方
二
考
按
学
校

(s
c
h
o
o
l

o
f
 
d
e
,
 

s
i
g
n
)

ヲ
設
立
七
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

⇔
美
術
共
進
會

美
術
博
覧
会
ハ
全
國
ノ
名
魯
二
関
シ
貿
易
上
ノ
声
債
二
繋
ル
ヲ
以
テ
鄭

重
ノ
注
意
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
従
来
ノ
如
ク
古
美
術
ノ
模
倣
二
止
マ
ル
ハ

共
進
ノ
主
旨
二
背
馳
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
且
又
亜
西
亜
博
覧
會
ノ
時
期
近
キ

ニ
在
レ
ハ
今
日
ョ
リ
其
準
備
二
着
手
七
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

回
美
術
管
理

従
来
美
術
管
理
ノ
方
法
ナ
ク
従
ッ
テ
輸
出
品
ハ
粗
製
濫
造
二
陥
リ
又
ハ

外
國
ノ
貫
用
二
適
セ
サ
ル
ニ

至
レ
リ
美
術
局
ハ
平
生
実
地
二
就
テ
美
術

商
ヲ
教
導
監
督
シ
又
内
外
ノ
氣
脈
ヲ
通
シ
テ
外
國
ノ
需
求
二
応
七
サ
ル

ヘ
カ
ラ
ス

四
美
術
保
存

全
國
二
存
在
ス
ル
古
来
ノ
美
術
品
ハ
未
夕
何
等
ノ
保
存
法
ヲ
設
ケ
ス
今

日
ニ
シ
テ
之
ヲ
顧
｀
‘
、
サ
レ
ハ
悔
フ
ル
モ
亦
及
ハ
サ
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
固
ョ

マ
マ

リ
美
術
ヲ
保
存
ス
ル
ハ
則
チ
考
古
利
今
ノ
策
ニ
シ
テ
賂
来
ノ
稗
益
ヲ
謀

ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
東
京
博
物
舘
ノ
如
キ
モ
一
層
之
ヲ
利
用
シ
テ
直
接
二
美

術
工
藝
家
ノ
便
利
二
供
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

美
術
局
ハ
文
部
省
二
属
ス
ル

7
最
モ
適
営
ナ
ル
ヘ
シ

H
美
術
ハ
一
般
ノ
文
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化
卜
密
着
連
帯
シ
ロ
他
ノ
商
業
及
機
械
的
ノ
技
術
卜
大
二
性
質
ヲ
異
ニ
シ

曰
且
特
二
美
術
局
ハ
美
術
教
育
ノ
要
務
二
営
ル
ヲ
以
テ
一
般
ノ
教
育
事
務

ニ
結
合
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
二
文
部
省
二
属
ス
ル

1
最
モ
便
益
ア
リ
泰
西

ノ
制
度
モ
概
ネ
亦
此
ノ
如
シ
若
夫
レ
本
意
見
ノ
如
ク
文
部
省
二
美
術
局
ヲ

置
カ
レ
精
動
活
溌
ノ
手
段
二
檎
リ
以
上
四
項
ノ
事
務
ヲ
整
理
統
括
セ
ソ
カ

我
美
術
及
諸
般
ノ
応
用
美
術
ハ
数
年
ヲ
出
テ
ス
シ
テ
面
目
ヲ
一
新
シ
殖
産

富
闘
ノ
一
大
淵
源
タ
ラ
ン

1
期
シ
テ
侯
ッ
ヘ
キ
ナ
リ

因
二
曰
フ
農
商
務
省
博
物
舘
二
於
テ
美
術
品
ヲ
展
覧
ス
ル
ノ
外
二
書
藉

ヲ
縦
覧
セ
シ
メ
又
ハ
物
品
ヲ
陳
列
シ
テ
衆
庶
ノ
観
覧
二
供
セ
リ
然
ル
ニ

僅
二
数
百
歩
ヲ
隔
テ
東
京
圏
書
舘
ア
リ
東
京
教
育
博
物
舘
ア
リ
相
並
テ

同
一
ノ
事
務
ヲ
主
掌
セ
リ
是
等
ハ
理
論
上
経
済
上
共
二
不
適
営
ナ
レ
ハ

本
按
博
物
舘
ヲ
美
術
局
二
移
ス
ニ
際
シ
書
藉
ハ
圏
書
舘
二
物
品
ハ
教
育

博
物
舘
二
交
付
ス
ル

1
要
用
ナ
ル
ヘ
シ

こ
の
草
稿
に
は
日
付
が
無
い
が
、

「
美
術
博
覧
會
ハ
農
商
務
省
博
物
局
ノ
一

部
二
蹄
シ
」
と
い
う
記
述
か
ら
見
て
、
博
物
局
の
博
覧
会
事
務
合
併
（
明
治
十

八
年
十
二
月
―
―
十
八
日
）
以
降
同
局
の
宮
内
省
移
管

（翌
十
九
年
三
月
二
十
四
日
）
ま

で
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
を
見
る
と
、
輸
出

振
興
の
観
点
が
や
や
稀
薄
な
こ
と
と
、
美
術
局
の
事
務
項
目
の
配
置
の
し
か
た

が
多
少
異
な
る
こ
と
な
ど
を
除
け
ば
貿
易
協
會
の
建
言
内
容
と
非
常
に
似
て
お

り
、
こ
の
こ
と
と
執
筆
時
期
と
か
ら
判
断
し
て
右
の
建
言
書
の
草
案
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
掲
載
は
省
略
す
る
が
、
右
の
建
言
と
関
連
の
あ
る
も
う
―
つ
の
資
料

が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
「
日
本
美
術
行
政
に
関
す
る
提
言
」

（
原
題
な
し
。
未
定
稿
。

『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
に
訳
出
。

二
月
1
同
年
一二月
十
四
日
の
間
に
限
定
さ
れ
る
。）

で
あ
る
。

執
筆
時
期
は
明
治
十
九
年

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
日
本
の

健
全
な
発
展
に
は
経
済
的
基
盤
の
確
立
と
文
化
的
目
標
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
し
、
特
に
経
済
的
基
盤
の
確
立
に
は
実
用
的
工
芸
品
の
輸
出
促
進
と

い
う
方
法
以
外
に
な
い
こ
と
を
力
説
し
た
上
で
、
問
題
解
決
の
唯
一
の
実
際
的

解
決
策
と
し
て
美
術
教
育
、
全
国
的
美
術
展
覧
会
、
美
術
館
事
業
の
三
項
目
を

統
轄
す
る
美
術
局
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
お
り
、
内
容
と
執
筆
時
期
か

ら
み
て
こ
れ
は
上
記
建
言
の
原
案
な
い
し
は
趣
旨
説
明
と
し
て
起
草
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
倉
ら
が
貿
易
協
会
の
建
言
と
い
う
手
段
を
と
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
、
国
カ

増
強
が
第
一
義
と
さ
れ
て
い
る
時
努
に
鑑
み
、
彼
ら
の
美
術
局
設
置
構
想
が
輸

出
拡
大
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
に
国
策
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
か

を
示
す
の
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
手
段
は
確
か
に
効

果
的
で
あ
っ
た
。
政
府
が
浜
尾
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
に
欧
米
美
術
行
政
視
察

の
命
を
下
し
た
の
は
こ
の
建
言
よ
り
半
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
岡
倉
ら

の
運
動
に
対
す
る
政
府
の
前
向
き
の
回
答
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
十
月
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉
は
視
察
の
途
に
着
い
た
が
、
そ
の

こ
ろ
は
美
術
局
設
立
計
画
は
相
当
具
体
性
を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
当

時
の
新
聞
や
雑
誌
が
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

「
美
術
局
文
部
省
屈
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
ハ

此
程
美
術
取
調
の
為
め
歌
米
諸

州
へ
派
逍
せ
し
め
ら
れ
た
る
が
同
氏
蹄
朝
の
上
は
美
術
局
を
設
け
て
農
商

務
文
部
の
雨
省
に
厩
せ
し
め
以
て
本
邦
の
美
術
を
奨
勘
せ
ら
る
る
よ
し
に

聞
く
、
」
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（
『
教
育
時
論
』
第
五
十
五
号
。
明
治
十
九
年
十
月
二
十
五
日
）

0
美
術
の
保
護
世
の
開
く
る
に
随
ひ
美
術
の
進
歩
を
必
要
と
す
る
こ
と

ハ
今
更
ら
申
す
ま
で
も
な
き
こ
と
な
る
が
今
度
其
筋
に
て
ハ
美
術
を
保
護

せ
ん
が
為
め
専
務
の
一
局
を
設
立
し
て
之
れ
を
奨
動
し
又
時
宜
に
依
り
美

術
者
に
向
ひ
て
其
費
額
の
幾
分
を
補
助
せ
ら
る
4

や
の
噂
あ
り
如
何
に
や

（
明
治
十
九
年
十
月
十
二
日

『朝
野
新
聞
』
）

0
美
術
局
設
置
の
風
説
去
十
二
日
の
紙
上
に
美
術
の
保
護
と
題
し
今
度

其
筋
に
て
ハ
美
術
を
保
護
せ
ん
が
為
め
専
務
の
一
局
を
設
置
せ
ら
る
べ
し

と
の
噂
を
記
載
せ
し
が
右
ハ
其
筋
に
て
愈
々
確
定
せ
ら
れ
し
由
に
て
同
局

の
位
置
ハ
虎
の
門
内
な
る
工
科
大
學
校
内
に
定
め
総
裁
技
術
官
書
記
官
服

等
の
官
を
置
か
れ
そ
の
穂
裁
ハ
佐
野
宮
中
顧
問
官
に
命
せ
ら
る
べ
し
と
い

へ
り
事
賓
如
何
に
や

（
明
治
十
九
年
十
月
十
四
日
同
右
）

と
こ
ろ
で
、
岡
倉
ら
の
滞
欧
中
、
明
治
二
十
年
五
月
に
は
伊
藤
総
理
大
臣
に

対
し
て
さ
ら
に
も
う
―
つ
の
美
術
局
設
置
建
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
建
言

書
は
国
立
国
会
図
書
館
井
上
馨
文
書
中
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
山
本
五
郎

（
農
商
務
省
技
師
。
龍
池
会
の
有
カ
メ
ン
バ
ー
）
が
単
独
で
署
名
し
て
お
り
、
品
川

弥
二
郎
（
明
治
二
十
年
六
月
、
宮
中
顧
問
官
に
就
任
）
の
検
閲
サ
イ
ン
（
「や
じ
」
）

が
あ
る
。
主
旨
は
宮
内
省
管
轄
下
に
美
術
局
を
設
立
し
、
日
本
の
伝
統
美
術
に

重
点
を
置
い
た
奨
励
策
を
講
ず
べ
し
と
い
う
も
の
で
、
組
織
に
関
す
る
具
体
案

を
示
す
と
と
も
に
参
考
資
料
と
し
て
フ
ラ
ソ
ス
の
美
術
省
の
組
織
を
も
附
記
し

て
い
る
。
こ
の
建
言
は
美
術
局
を
文
部
省
で
は
な
く
宮
内
省
に
置
く
と
し
て
い

る
点
で
岡
倉
ら
の
建
言
と
相
違
し
て
い
る
が
、
似
通
っ
た
要
素
を
多
分
に
持
っ

て
お
り
、
岡
倉
ら
の
運
動
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
岡
倉
ら
が
欧
米
へ
出
発
し
た
時
点
で
は
美
術
局
設
立
の
気

運
は
非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
約
一
年
後
に
彼
ら
が
帰
国
し
て
み

る
と
、
単
に
美
術
学
校
が
設
置
さ
れ
た
だ
け
で
美
術
局
設
立
計
画
は
ほ
と
ん
ど

立
ち
消
え
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
気
抜
の
体
」
（
九
鬼
隆
一
宛
て
岡
倉
覚
一
一
一
書

簡。

81
頁
参
照
）
の
状
態
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

、
再
び
政
府
に
働

き
か
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
が
、
折
り
し
も
彼
ら
の
掃
国
後
一
ヶ
月
余
り
し
て

（
十
一
月
二
十
八
日
）
、
特
命
全
権
公
使
九
鬼
隆
一
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た

の
で
、
以
後
は
九
鬼
の
強
力
な
支
援
の
も
と
に
活
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

次
に
掲
げ
る
の
は
翌
二
十
一
年
九
月
二
十
五
日
発
行
の
『
万
報
一
覧
』
（
第
一

八
九
号
。
編
集
人
内
藤
湖
南
）
中
の
記
事
で
あ
る
。

0
日
本
の
美
術
品
我
國
の
美
術
品
は
多
く
古
代
の
製
作
に
係
り
之
を
今

日
に
模
倣
せ
ん
と
欲
す
る
も
ナ
カ
／
＼
容
易
の
業
に
あ
ら
す
然
に
外
交
の

開
け
し
と
共
に
漸
く
外
國
人
の
手
に
渡
り
て
復
た
返
ら
ず
次
第
に
特
有
の

古
器
物
を
減
少
す
る
有
様
あ
る
を
以
て
其
筋
に
て
ハ
鈍
に
九
鬼
、
濱
尾
、

岡
倉
、
フ
エ
ノ
ロ
サ
等
の
諸
氏
を
畿
内
地
方
に
派
遣
せ
し
が
其
の
取
調
は

未
だ
完
結
せ
さ
る
に
付
き
来
る
十
一
月
頃
に
は
再
び
諸
氏
を
出
稜
せ
し
む

べ
し
と
又
た
昨
年
の
歳
晩
に
は
其
の
筋
の
人
よ
り
上
司
に
到
し
「
我
政
府

に
美
術
院
と
云
へ
る
獨
立
の
一
官
街
を
設
置
し
美
術
に
闘
係
あ
る
各
省
よ

り
適
任
の
人
を
撰
み
て
其
職
を
兼
任
せ
し
め
我
國
の
美
術
品
を
保
存
し
及
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び
焚
達
せ
し
め
ん
こ
と
を
計
る
へ
し
」
と
の
意
見
書
を
提
出
せ
し
が
時
恰

か
も
壮
士
退
去
騒
き
の
折
柄
に
て
其
儘
立
消
へ
の
姿
と
な
れ
ば
目
下
美
術

局
創
設
の
議
あ
る
に
や
噂
す
る
も
の
あ
る
ハ
蓋
し
此
事
な
る
べ
し
と
云
ふ

尤
も
美
術
局
と
云
へ
は
何
れ
の
省
に
か
厩
す
る
筈
に
て
昨
冬
其
筋
の
人
よ

り
上
申
せ
る
美
術
院
と
は
其
の
組
織
を
異
に
す
べ
し
欧
洲
に
て
も
佛
國
と

伊
國
と
は
文
部
省
中
に
美
術
局
を
置
き
英
國
に
て
は
古
束
其
の
所
属
を
一

定
せ
ざ
れ
ど
も
現
時
は
之
を
農
商
務
省
中
に
置
け
り
我
國
に
於
て
は
官
民

と
も
美
術
品
を
保
存
す
る
の
念
慮
甚
た
薄
く
中
央
の
東
京
に
す
ら
継
か
に

一
の
微
々
た
る
美
術
協
會
あ
る
の
み
京
都
に
起
ら
ん
と
す
る
美
術
館
の
如

ぎ
も
宮
内
省
よ
り
十
五
萬
薗
の
下
賜
金
あ
り
て
他
の
十
五
萬
圃
を
同
地
方

に
募
る
計
甕
な
れ
ば
是
迎
も
十
分
に
我
が
美
術
品
を
保
持
す
る
に
堪
ゆ
ヘ

し
と
も
思
は
れ
す
兎
に
角
美
術
品
蒐
集
の
中
央
部
と
な
り
て
之
を
保
存
し

之
を
稜
達
せ
し
む
る
丈
け
の
計
聾
な
く
ん
は
再
ひ
得
べ
か
ら
ざ
る
貴
重
の

特
有
品
を
濫
り
に
海
外
へ
流
出
す
る
の
憂
あ
る
へ
し
と
或
る
人
は
語
れ
り

併
し
目
下
の
情
況
に
て
は
美
術
院
は
サ
テ
置
き
美
術
局
と
雖
ど
も
中
々
設

置
の
運
ひ
に
は
至
ら
さ
る
由

こ
の
中
に
は
明
治
二
十
年
末
に
提
出
さ
れ
た

「
美
術
院
」
設
置
の
意
見
書
に

関
す
る
注
目
す
べ
ぎ
記
述
が
あ
る
。
提
出
者
の
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
森
有
礼
宛
書
簡
草
稿
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
に
訳
出
。
明

治
二
十
一
年
初
頭
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
。）
の
中
に
「
も
し
美
術
行
政
の
仕
事
が
、

我
々
の
考
え
た
よ
う
に
美
術
院
（
原
文
B
i
j
i
t
s
u
I

n
)

の
下
に
お
か
れ
る
と
す
れ

ば
、
美
術
学
校
長
は
文
部
大
臣
に
対
し
て
で
は
な
く
、
枢
密
院
を
通
じ
て
天
皇

陛
下
に
責
任
を
も
つ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
そ
れ
は
や
は
り
岡
倉
ら
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
ら
は
文
部
省
の
一

部
局
と
し
て
美
術
局
を
設
置
す
る
と
い
う
従
来
の
計
画
を
変
え
、
独
立
し
た
一

官
街
と
し
て
の
美
術
院
を
設
置
し
よ
う
と
画
策
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
岡
倉
ら
の
熱
意
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
は
決
断
を
先
き
に
延

ば
し
、
上
記
『
万
報
一
覧
』
記
事
文
末
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
二

十
一
年
九
月
の
段
階
で
も
一
向
に
進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
同
様

の
状
態
が
続
き
、
や
が
て
、
統
轄
機
関
の
無
い
ま
ま
に
美
術
教
育
行
政
面
で
は

文
部
省
直
轄
の
東
京
美
術
学
校
が
開
校
し
、
古
美
術
保
護
行
政
の
面
で
は
宮
内

省
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
掛
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
帝
国
博
物
館
が
設
置
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
に
、
領
域
別
に
制
度
の
確
立
が
急
速
に
進
ん
だ
。
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
岡
倉
ら
の
美
術
局
な
い
し
美
術
院
設
置
を
目
的
と
す
る
美
術
行
政
促
進

運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
れ
一
っ
と
っ
て
も
我

が
国
の
美
術
行
政
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
個
々
分
立

の
行
政
形
体
は
岡
倉
ら
に
し
て
み
れ
ば
な
お
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
岡
倉
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

ー
ー
上
略
1

美
術
ノ
行
路
亦
難
カ
ラ
ス
ヤ
惟
フ
ニ
其
前
途
整
理
ヲ
要
ス

ル
事
業
―
ニ
シ
テ
足
ラ
サ
ル
ヘ
シ
試
二
問
ハ
ソ
美
術
行
政
ノ
法
ハ
果
シ
テ

能
ク
管
理
監
督
ノ
責
ヲ
盛
シ
遵
奉
率
由
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ヤ

否
ヤ
現
時
二
在
テ
ハ
國
賓
ノ
調
査
ハ
宮
内
省
二
属
シ
社
寺
ノ
保
護
ハ
内
務

省
二
蹄
シ
美
術
教
育
ハ
文
部
省
之
ヲ
管
轄
シ
美
術
博
覧
會
ハ
農
商
務
省
之

ヲ
管
理
、
ソ
諸
般
ノ
事
務
自
カ
ラ
分
離
ノ
勢
ア
リ
テ
未
ク
會
テ
美
術
全
体
ノ

園
務
に
開
シ
テ
責
任
ヲ
有
ス
ル
官
衡
ア
ル
ヲ
聞
カ
サ
ル
ナ
リ
設
令
彼
ノ
仏

伊
諸
国
ノ
特
二
美
術
一
省
ヲ
置
ク
カ
如
ク
七
サ
ル
モ
諸
般
ノ
事
業
ヲ
穂
理
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今
日
何
か
営
校
の
開
創
の
時
の
回
顧
談
を
せ
い
と
云
ふ
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
賓
は
私
も
大
分
年
を
取
り
ま
し
た
の
で
、
モ
ウ
―
――
十
年
に
も
な
り
ま
す
か

ら
誠
に
何
時
ど
う
云
ふ
事
が
有
っ
た
か
、

マ
ア
年
は
ど
う
や
ら
斯
う
や
ら
覺
ヘ

て
居
り
ま
す
が
月
日
に
至
っ
て
は
殆
ん
ど
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
、
併
し
先
づ

マ
マ

大
凡
の
事
を
お
話
を
敢
し
ま
し
た
な
ら
ば
ー
ー
_或
は
少
々
前
後
致
す
こ
と
も
あ

り
或
は
問
違
も
あ
り
ま
す
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
ー
ー
ー
マ
ア
自
分
の
経
験
し
ま
し

た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
さ
う
大
し
た
間
違
は
無
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
其
積

り
で
お
聴
き
を
願
ひ
ま
す
。

嘗
校
が
抑
々
出
来
ま
し
た
最
初
と
云
ふ
も
の
は
私
が
西
洋
か
ら
蹄
つ
て
参
つ

た
の
は
明
治
十
六
年
の

二
月
で
ご
ざ
い
ま
す
、
慮
が
蹄
つ
て
来
ま
す
と
色
々
と

世
話
を
し
て
居
る
者
が
あ
り
ま
し
て

遂
に
文
部
省
の
御
用
掛
を
拝
命
し
た
、
慮

が
其
時
分
文
部
省
の
専
門
學
務
局
へ
出
仕
せ
ろ
と
云
ふ
、
専
門
學
務
局
の
御
用

掛
と
云
ふ
者
は
一
謄
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
と
、
餘
程
お
役
人
様
じ
み
て

参
考
資
料
東
京
美
術
學
校
回
顧
談

今

泉

雄

作

君

＼
♦
 

シ
一
定
ノ
方
針
ヲ
指
示
ス
ヘ
キ
行
政
組
織
ナ
カ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
荀
モ

海
外
諸
邦
卜
頷
頑
、
ソ
衝
ヲ
中
原
二
争
ハ
ソ
ト
ス
レ
ハ
則
チ
我
力
全
図
ノ
美

術
カ
ヲ
収
攪
シ
テ
先
ッ
其
中
堅
ヲ
戒
メ
而
シ
テ
先
鋒
後
勁
各
々
其
指
揮
ヲ

遵
奉
セ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ー
ー
ー
下
略

I

（
『
国
華
』

創
刊
号
。
明
治
二
十
二
年
十
月
。
発
刊
の
辞
。
無
署

名
で
あ
る

が
、
岡
倉
の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
。）

無
い
妙
な
者
で
あ
り
ま
し
て
、
書
生
の
集
り
大
抵
大
學
を
卒
業
し
た
人
が
多
い

の
で
、
夫
れ
が
御
用
掛
と
云
ふ
者
に
な
る
、
詰
り
其
仲
間
へ
這
入
り
ま
し
た
の

で
す
が
、
私
は
大
學
の
方
に
開
係
な
し
に
這
入
っ
た
の
で
判
任
の
御
用
掛
で
あ

り
ま
し
た
が
大
抵
は
奏
任
の
御
用
掛
で
あ
り
ま
し
た
、
詰
り
昨
日
ま
で
書
生
を

し
て
居
っ
た
者
が
大
勢
居
て
ワ
イ
／
＼
言
っ
て
居
る
慮
へ
私
が
参
っ
た
の
が
明

治
十
六
年
の
五
月
で
あ
り
ま
す
、
虞
が
此
御
用
掛
と
云
ふ
者
は
何
を
す
る
か
と

言
ふ
と
、
何
も
用
は
な
い
、
唯
下
ら
な
い
事
を
毎
日
行
っ
て
取
調
べ
る
と
か
言

ふ
は
言
ふ
け
れ
共
、
今
か
ら
考
へ
る
と
取
調
も
何
も
し
な
い
、
詰
り
唯
月
給
を

頂
戴
し
て
毎
日
専
門
學
務
局
へ
出
て
居
る
と
云
ふ
の
が
用
の
や
う
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
、
虞
が
毎
日
出
て
は
何
か
議
論
を
し
た
り
下
ら
な
い
事
を
し
て
そ
れ

で
蹄
つ
て
来
る
と
云
ふ
や
う
な
諄
だ
、
虞
が
明
治
十
七
年
の
何
月
で
あ
り
ま
し

た
か
そ
れ
は
覺
へ
ま
せ
ぬ
が
岡
倉
覺
一一一
君
で
あ
り
ま
し
た
か
、
高
橋
健
一
二
君
で

マ
マ

あ
り
ま
し
た
か
覺
へ
な
い
が
、
誰
か
の
随
分
詰
ら
ら
い
聾
で
あ
っ
た
と
覺
へ
ま

す
が
其
詰
ら
な
い
聾
の
書
卸
し
の
や
う
な
物
を
二

三
枚
持
つ
て
来
て
是
は
ど
う

か
好
く
出
来
て
居
る
と
か
悪
く
出
来
て
居
る
と
か
云
ふ
や
う
な
事
で
、
我
々
が

寄
合
っ
て
旨
い
と
か
拙
い
と
か
云
ふ
や
う
な
事
を
言
っ
て
居
る
、
其
時
に
ど
な

た
で
あ
っ
た
か
能
＜
覺
へ
ま
せ
ぬ
、
千
本
福
隆
君
で
あ
っ
た
か
知
り
ま
せ
ぬ

が
、
歴
史
聾
か
何
か
な
ら
世
の
中
へ
盆
が
あ
る
が
斯
ん
な
花
鳥
の
事
早
ぢ
や
詰
ら

な
い
、
斯
ん
な
物
を
聾
に
描
く
程
の
事
は
有
り
は
し
な
い
と
、
斯
う
一
っ
論
が

出
た
、
其
時
に
高
橋
健
三
君
岡
倉
覺
三
君
を
初
と
し
、
イ

ヤ
是
は
怪
し
か
ら
ん

事
を
承
は
る
、
決
し
て
さ
う
云
ふ
繹
の
も
の
ぢ
や
無
い
、
抑
々
聾
と
云
ふ
も
の

は
と
云
ふ
風
で
例
の
講
繹
が
出
る
、
そ
れ
か
ら
議
論
が
始
つ
て
大
分
喧
ま
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
、
半
日
ば
か
り
は
其
為
に
暇
を
潰
し
て
了
っ
た
、
私
も
其
席
に

居
た
が
同
じ
く
蓋
の
方
に
賛
成
な
繹
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
其
時
分
は
洋

41 第2節 美術学校設立運動の背景


	はじめに
	第一章　東京美術学校創立前史
	第一節　明治前半期の美術および美術教育
	第二節　美術学校設立運動の背景
	第三節　図画調査会
	第四節　図画取調掛
	第五節　欧米美術視察

	第二章　東京美術学校設置より開校に至るまで
	第一節　東京美術学校設置
	第二節　学校方針の決定に至るまで
	第三節　制度・組織の編成
	第四節　古社寺宝物調査への参加
	第五節　既定の制定
	第六節　用地および校舎
	第七節　生徒募集、開校

	第三章　創成期　明治二十二年～同二十六年
	第一節　明治二十二年
	第二節　明治二十三年
	第三節　明治二十四年
	第四節　明治二十五年
	第五節　明治二十六年

	第四章　発展期　明治二十七年～同三十一年
	第一節　明治二十七年
	第二節　明治二十八年
	第三節　明治二十九年
	第四節　明治三十年
	第五節　明治三十一年

	第五章　授業内容
	第一節　基礎教育―特にフェノロサ在職中の教育
	第二節　専門教育（実習授業）
	第三節　学科授業

	附表

